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神様は、「わたし」。
私自身の下僕として、「わたし」らしく。
ただしく「わたし」になるの。
駄目な今の自分じゃなくって。

本物で、本当の、「わたし」。
純潔で垂涎の的。素敵で奇麗で艶っぽい。
価値ある「わたし」。

本当で、本物の「わたし」がしたいこと。
命賭けて、成し遂げなければならないの。

すなわち、神様の望みだから。
本物で、本当の「わたし」の声を聞くの。
絶対に間違わないし、命賭けて正しいの。

すなわち、神の御言葉だから。
本物で、本当の「わたし」は、宝物なの。
純粋で、美しく、素敵で奇麗で無垢なの。

すなわち、「神様」そのものだから。

本当に素敵なのは、「わたし」。
世界を救うのは、「わたし」。
成功するのは、「わたし」。
正しいのは、「わたし」。
神なのは、「わたし」。

「神様」に従えば、
「きっときっと」うまくいく。

（？？そうよね？？）

昔は、漢（おとこ）たちも、「わたし」みたいに、
「おれ」や「おれたち」を信じてたみたいだけど、
どちら様も、とうの昔に死んだようね。
まったく愚劣、品性下劣。元々、虚弱な漢たちは、
「おれ」や「おれたち」の間違いに今更気付いて、
「あいつら」の言い分を、信じ始めてしまったし、
どっちが良いのか、どっちが悪いのか分からない。

「おれ」や「おれたち」が、何なんだか判らない。
「おれ」や「おれたち」自身さえ、解らない。
居るのか、居たのかでさえ、わからない。

もう、だれも、「おれ」や「おれたち」なんか信じない。
漢だった馬鹿どもは、「神は死んだ」とか言ってる。
誰が正しいのか、間違いか、どうすれば良いか、
ぜんぜん解ってない。ほんと、バカみたい。

もともと間違っているのに。

漢たちの語る「おれ」や「おれたち」なんて、
ほんと奇麗じゃないし、弱っちいし、ガキっぽい。
臭いし、汚いし、いやらしいし、太ってるし、ずるい。

ホント、馬鹿みたい。
「おれ」や「おれたち」が、世界を救ったり、
何かを助けたり、希望だなんてありえない。
ふざけた絵物語の中でしか、ありえない。

男なんかに生まれついたものでも、わかってる人は、
「わたし」や「あたしたち」の方を信じ始めている。

騎士道ってやつね。
そういう人は、ちょっと、すてき。
まるで美しい白馬みたい。
本当で本物の私のための。

会期：2026年10月8⽇（⽊）〜10月18⽇（⽇）
時間：16:00-21:00 （平⽇）

14:00-21:00 （土、⽇、休⽇）
料金：入場無料
場所：IAF SHOP*

福岡市中央区薬院3-7-19 2F
TEL：090-5475-5326（佐藤）
http://iafshop.tumblr.com/

和田聡文 個展 「 神様は、わたし ／ うまどしのいたずら 」
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どうせ、
未熟な「現代」は、
正しさと私らしさの
鎖につながれ、
愛玩動物として
末代と化し、
密林の夜、
バスに揺られ去り行く。

そして、
獰猛な「近代」は、
群れ踊り、まぐわい、
子らを生し、
戦いと、
その勝利に凱歌を揚げ、
幾星霜の朝、
酩酊し帰投し
忘我す。

だけど、
わたしは。

それらの
ちゅうぶらりんにこそ、
こっそり、
だんまり、
ひそみたいのだけど。
なんとも、
あらまあ、
ぐらぐらする。

女性と男性の
平等と平和を
求めるのなら、

女の方も「わたし」という
神殺しをしてからが本番だ。

とうの昔に死んでしまった
「俺」という神名と同じに。

ニッポンに幽霊が出る。
「チー牛」と「ズボン組」
という幽霊である。
古い性的資本家たる「わたし」は、
この幽霊を退治しようとして
神聖な同盟を結んでいる。
万国の「チー牛」と「ズボン組」よ、
団結せよ!
古い彼女らとの闘争は常態化してしまった。
すなわち、既に「戦争」状態である。

けど、女としての性的資本を忘れて、
性的に無産者であるチー牛みたいに、
現場で働く女たちの事故死のことは、

なんでだか、みんな、忘れる。

まるで、

チー牛のちんけな死みたいに。
みんな、忘れて、風に化ける。

なにせ、資本家様。
（性的）資本家様なんだ。
プラカードを持って、
命ずれば、世界は動く。


